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地域産業～「桜えび」ってどんなエビ?～
　富士山、駿河湾などの豊かな自然と温暖な気候に恵まれた静岡県では、多種多様で品質の良い農水産物が生産さ
れ、ここ志太榛原地域でもお茶、椎茸等の農産品、焼津港で水揚げされる水産品は地域産業の核となり、多くの人が携
わり、活気に満ち溢れています。しかしながら、近年の急激な環境変化はその地域産業に大きく影響を与えてきています。

「海の宝石・桜えび」　海の宝石とも呼ばれる桜えびは、エビ十脚目サクラエビ科に属し、
国内では駿河湾、海外では台湾でのみ漁獲対象となります。成体は40mm前後、寿命は
約15か月で夏が産卵期。水深200M辺りに生息する深海エビですが、夜には水深50M 
程まで浮上。透き通った甲に赤い色素を多く持ちピンク色に見える事が名前の由来です。

「漁の始まり」　明治27年12月、鰺の夜曳きに出かけた由比今宿の漁師が、漁場に着
いてから網を浮かせておく浮樽を積み忘れたことに気付き、仕方なく浮樽なしで網を下し
たところ、網いっぱいに桜えびが入ったそうです。その後由比で桜えび漁が盛んになり、
今では50億円規模の産業となっています。

「産業の変化」　桜えび漁は春と秋の年2回。漁獲量は減少傾向にあり、1999年のピーク2,451t以降減少が続いて
います。2010年頃には1,000t程度と漁獲量減少が顕著となり、2018年には資源保護から春のみの操業で311t、また
昨年は約180tと異変とも言われる状況に。市場価格は漁獲量ピーク時の6倍以上に高騰しています。

「地域産業を守る」　桜えびを守るためには、漁業制度による資源保護、生態調査から海洋調査・保護等様々
な試みが必要です。でも、私たち消費者に出来る事は、桜えびも、お茶も、椎茸も「旬の物を美味しく頂く」事。これ
が地域産業を守る事に繋がるのではないでしょうか。もう一度目を向けてみては。

かき揚げ丼も絶品

かき揚げとして・・・

わさび醤油で。また握り寿司の軍艦で

刺身として・・・
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駿河湾産桜えびシーズン別漁獲推移

　

景気動向
調査

当所では、藤枝市内小規模事業所の経営動向を把握するため、四半期ごとに景況調査を実施しています。

令和元年８～１２月期の調査がまとまりましたので、概要を報告します。

※本調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５種200社を対象に行っています。今回の回収率68.5%

【主要な表現について】

○業況判断：調査対象企業が自らの業績に下した判断。　○ＤＩ値：(増加・好転と回答した割合)－(減少・悪化と回答した割合)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　悪化すればするほどＤＩ値は▲ ( マイナス )になります。

問合せ先　藤枝商工会議所　経営支援課第一課　TEL：054-641-2000

建設業業況感
若干の改善傾向を示す

令和元年８～１２月　中小企業景況調査　結果報告書
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全産業◆ 建設業■ 製造業▲ 小売業
▲

卸売業× サービス業●

業種別業況判断の動向表１

▲19.0 9.5 ▲33.3 ▲8.3 ▲50.0 ▲13.3

30年７月～
９月期

30年４月～
６月期

30年10月～
12月期

31年１月～
3月期

31年４月～
1年６月期

1年７月～
1年９月期

1年10月～
1年12月期

業況判断の動向（表1）：全産業での業況は、DI値▲19.0で前回(2019年7月～ 9月)より4.0ポイント減少。今回は建設業及
び卸売業、サービス業の業況DI値で改善傾向を示しました。また小売業は業況DI値前回▲32.0
から今回▲50.0と減少傾向を示しました。

全産業売上高の推移：前回▲17.8ポイント(2019年7月～ 9月)から10.0ポイント減少しました。
　　　　　　　　　　　前回調査と比べ、特に小売業が減少傾向を示しました。
全産業資金繰りの動向：前回▲16.3ポイント(2019年7月～ 9月)から0.2ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　全産業、依然として足踏み傾向を示しました。
全 産 業 採 算 の 動 向：前回▲22.6ポイント(2019年7月～ 9月)から1.8ポイント改善しました。
　　　　　　　　　　　建設業がプラス値で改善傾向を示しました。
全産業雇用人員の動向：前回▲3.9ポイント(2019年7月～ 9月)から0.3ポイント減少しました。
　　　　　　　　　　　前回調査に続き、建設業と製造業が減少傾向を示しました。

管内全産業の業況
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